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一

酒

税

の

立

替

汐

見

三

郎

第

隅

酒

税

の

問

題

雑

録

酒
税
の
立
替

酒
税
は
所
謂
間
接
消
費
税
に
屡
し
て
み
る
か
ら
、
酒
税
を
税

務
署
に
納
付
す
る
人
と
酒
税
を
本
當
に
負
澹
す
る
人
と
は
別
人

で
あ
る
事
を
常
と
し
て
み
る
。
從
て
酒
税
の
場
合
に
於
て
は
、

租
税
負
憺
の
問
題
が
所
得
税
の
そ
れ
の
如
く
に
は
鋭
敏
に
感
ぜ

ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
所
得
税
は
直
接
税
に
し
て
納
税
者

と
堰
税
者
と
が
同

}
人
で
あ
る
か
ら
、
所
得
税
額
は
其
の
ま

、

納
税
者
の
負
播
に
締
す
る
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
、
酒
税
に
於

て
は
全
く
趣
き
"42
異
に
し
、
醸
造
家
は

}
時
的
に
は
自
分
の
懐

か
ら
酒
税
を
立
替

へ
て
納
付
す
る
の
で
あ
る
が
、
結
局
の
所
は

消
費
者
に
蒋
嫁
す
る
事
と
な

る
か
ら
租
税
負
澹
を
左
程
痛
切
に

感
じ
な
い
の
で
あ
る
。

然
し
な

が
ら
納
税
者
か
ら
の
苦
情
が
少
い
と
云
ふ
軍
純
な
る

理
由
を
以
て
、
間
接
消
費
税
た
る
酒
税
の
負
措
の
問
題
を
鰯
親

し

τ
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
否
、
直
接
税
の
場
合
に
は
納
税

者

が
即
ち
憺
税
者
な
る
が
故
に
、
納
税
者
の
痛
切
な
る
要
求
に

よ
り
之
が
改
善
を
計
る
事
が
出
来

る
の
で
あ

る
が
、
間
接
消
費

税
に
あ
り
て
は
、
澹
税
着
た
る

一
般
消
費
者
は
沈
獣
を
籐
儀
な

く
せ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
か
ら
、
之
が
立
法
に
は
直
接
税
以

第
三
十
巻

七
〇
五

第
四
號

一
四
三



雑
.
錐

酒
税
の
立
替

上
の
注
意
を
携

ふ
必
要
が
あ
る
。
加

ふ
る
に
酒
税
は
二
億
敏
千

萬
圓
の
牧
人
を
齎
ら
し
、
國
税
中
に
於
て
常
に
第

}
位
占
を
め

て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
之
が
負
憺
に
付
き
て
は
特
別
の
研
究
を

施
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

酒
税
に
付
い
て
は
種

々
の
問
題
が
起

る
が
、
酒
税
の
立
替
は

其
重
要
問
題
の

一
で
あ
ら
う
。

　
年

二
億
敏
千
萬
圓
に
上
る
酒

税
が
醸
造
家

に
課
せ
ら
れ
て
み
る
が
、
醸
造
家
は
其
の
酒
税
を

清
酒
の
慣
格
に
含
め
て

一
般
消
費
者
に
韓
嫁
す
る
の
で
あ
る
。

此
場
合
に
国
庫

と
消
費
者
と
の
中
間
に
立
っ
て
る
る
醸
造
家
が

二
億
数
千
萬
圓
の
税
金
を
立
替

へ
る
事
に
よ
っ
て
金
利
を
利
益

す

る
か
}
又
は
損
す
る
か
の
問
題
が
、
所
謂
酒
税
の
立
替
の
問

題

で
あ
る
。
以
下
、
簡
軍
に
酒
税
の
立
替
が
現
今
如
何
な
る
事

情

に
あ
り
ゃ
と
云
ふ
事
を
最
近
の
数
字
を
基
礎
と
し
て
説
明
し

た
い
の
で
あ
る
。
爾

、
酒
税
立
替
の
問
題
は
庫
出
税
の
主
張
と

密
接
な
る
關
係
を
有
し
て
み
る
か
ら
勢
ひ
此
の
問
題
に
も
鰯

れ

ゐ
事
と
な

る
の
で
あ
る
。

第
三
十
巻

七
σ
六

第
四
號

一
四
四

第
二

酒
税
の
課
税
方
法

間
接
清
費
税
に
は
種

々
の
課
税
方
法
が
あ
る
。
大
別
し
て
、

生
産
に
關
し
て
課
税
す
る
方
法
と
、
流
通
に
際
し
て
課
税
す
る

方
法
と
が
、
之
で
あ
る
。
生
産
の
過
程
を
捕

ふ
る
場
合
は
、
生

産
原
料
品
に
課
税
す
る
方
法
、
生
産
の
途
中
に
課
税
す
る
方
法
、

生
産
完
成
脚
ち
製
成
品
に
課
税
す
る
方
法
と
の
三
つ
を
考

へ
ゐ

事
が
出
来

る
。
又
流
通
に
關
し
て
課
税
す
る
方
法
は
、
流
通
の

祝
期
を
捕

ふ
る
運
搬
課
税
法
と
、
流
通
の
途
中
を
課
す
る
通
關

課
税
方
法
と
、
其
の
週
期
を
捕
ふ
る
販
費
課
税
方
法
と
の
三
つ

に
分
れ
る
。
清
酒
の
間
接
消
費
税
に
於
て
は
、
原
料
米
に
課
税

す
る
方
法
、
掌
製
品
た
る
麹
に
課
す
る
方
法
、
容
器
に
課
税
す

る
方
法
、
造

石
高
に
課
税
す
る
方
法
が
生
産
課
税
方
法
で
あ
っ

て
、
庫
出
税
と
販
責
税
と
が
流
通
課
税
方
法
に
屡
す
る
の
で
あ

る
。
然
ら
ば
、
我
國
の
酒
税
は
、
如
何
な
る
課
税
方
法
に
よ
っ

て
み
る
の
で
あ
ら
う
か
、
現
行
酒
造
税
法

(大
正
十
五
年
三
月

法
律
第
十
四
號
)
を
見
る
に
、
次
の
規
定
を
設
け
て
み
る
。



第
四
條
.
酒
類
を
製
造
す
そ
者
に
は
其
造
石
鑑

に
慮
じ
て
左

の
割
合

を
以

て
逃
足
石
　祝
を
課
す

第

一
種

第

二
種

酒
精
分

二
+
三
度
以
下
の
精
酒

、
白
酒
及
び
酒
精
分

三
十
度
以
下

の
味
淋
、
焼
酎

一
石
に
付
き
四
十
圓

第
三
種

第
四
種

・・・・・・…

即

ち
我
国

の
済
酒

の
課
租
方

法
は

、
生
産
課
税

の
第
四

種
た

る
造

石
税

に
屡

す

る
事
を
知

る
の
で

あ

る
。

最
近

、
我
国

に
問

題
と

な

っ
て
み

る
清

酒
庫
出

税
は

、
清

酒

の
裸
視
方

法
を

生
産

課
税

の
第

四
種

た
る
造

石
税

よ
り

、

}
歩
を
進

め
て
販
費

課
税

の
第

一
種

允

る
庫

出
税

に
改

め
ん

と
す

る
の
で
あ

る
。

更

に
注

意
す

べ
き

は
、
此
造

石
税

の
納

付
す

べ
き
時

期
の
問

題

で
あ

る
が
、

酒

造
税

法
第

六
條

は

次

の

如
く

規
定

し

て
み

る
。

.

第
六
條

一遺
石
組祝
の
納
一期
を
分
〃ち
左

の
四
期
と
す

第

一
期

七
日
四
十
占八
日
よ
hり
同
=
一十

一
n日
限

前
年
十
日
〃
一
日

よ
り
英
字
四
月

三
十
日
ま
で
査
定
石
鍛

に
係
る
税
額
四
分

の

一

策

二
期

+
月
十
六
日
よ
り
同
三
十
日
限

同
上

の

雑

録

酒
税
の
立
替

第

三
期

翌
年

二
月
ハ十
六
日

よ
り
同

二
十

八
日
限

同
上
及

び

其

の
年

五
月

一
飼

よ
り
九
月

三
十
日
ま

で
査
定

石
巌

に
係

る

税
額

二
分

の

一

餌
取
四
期

型
ユ
年

=
一日
月
十
山ハ
ロ目
よ
胴リ
同

一二
十

一
h口
眼

前
納
額

の

残
敷

査
定
時
期
を
前
年
十
月

一
日
よ
り
共
の
年
四
月
三
十
日
迄
と

共
の
年
五
月

…
旧
よ
り
九
.月
三
十
日
迄
と
の
二
つ
に
分
ち

、
そ

れ
を
標
準
と
し
て
四
期
分
納
を
規
定
し
て
み
る
。
事
實
上

、
清

酒
の
大
部
分
は
前
年
十
月

一
日
よ
り
共
の
年
四
月
三
十
日
ま
で

の
聞
に
査
定
せ
ら
る

・
が
故
に
、酒
造
税
法
第
六
條
を
解
し
て
、

清
酒
の
全
造
石
高
に
係
る
税
額
の
四
分
の

一
つ

・
が
、
七
月
三

十

一
日
、
十
月
三
十

一
日
、
翌
年

二
月
二
十
八
日
、
翌
年

三
月

三
十

一
日
の
四
期
に
分
納
せ
ら
れ
て
る
る
と
す

る
.事

が

出
来

る
。要

す
る
に
、
我
國
の
酒
税
は
造

石
税
に
し
て
且
つ
四
期
分
納

に
な
っ
て
み
る
事
が
、
酒
税
の
立
替
に
関
し
、
注
目
す
べ
き
事

實
で
あ
る
。

第
三
十
巻

七
〇
七
.

第
四
號

一
四
五



雑

録

酒
税

の
立
替

●

第
三

酒
税
立
替
の
算
定

酒
税
立
替
の
算
定
を
行
ふ
に
あ
た
り
て
は
、
先
づ
酒
造
年
度

と
暦
年
と
の
關
係
に
付
き

一
慮
の
説
明
を
加

へ
る
必
要
が
あ
る

例

へ
ば
大
正
十
年
酒
造
年
度
と
云

へ
ば
大
正
十
年
十
月

一
日

に
始
ま
り
、
大
正
十

一
年
九
月
三
十
日
に
終
る
の
で
あ
る
。
共

年
度
に
醸
造
せ
ら
れ
た
る
清
酒
は
、
大

正
十
年

(本
年
)
十
月
初

め
よ
り
大
正
十

一
年

(翌
年
)九
月
末
ま
で
に
新
酒
と
し
て
庫
出

し
せ
ら
れ
、
更
に
大
正
十

一
年
(翌
年
)
十
月
初
め
よ
り
大
正
十

二
年

〔翌

々
年
)
九
月
末
ま
で
に
古
酒
と
し
て
庫
出
せ
ら
る

・
事

と
な
っ
て
み
る
。
然

る
に
大
正
十
酒
造
年
度
酒
の
造
石
税
は
十

「
年
(翌
年
)
七
月
末
、
十
月
末
、
十

二
年
(翌
々
年
)
二
月
末
、

三
月
末
の
四
回
に
分
納
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
税
金
の
納
付
期
日
は
翌
年
七
月
末
、
十
月
末
、

翌
々
年

二
月
末
、
三
月
末
の
四
回
に
分
納
す

る
事
と
確
定

せ
ら

れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
故
に
税
金
立
替
の
鮎
に
付
き

、
醸
造
家

が
利
益
す
る
か
、
損
失
を
蒙
む
る
か
の
問
題
は
、
結
局
の
塵
は

醸
造
家

が
清
酒
を
庫
出
し
、
而
し
て
酒
税
を
含
め
る
代
金
を
回

第
三
十
巻

七
〇
八

第
四
號

一
四
六

牧
す
る
時
期
が
早

い
か
遅

い
か
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら

れ
る
の
で

あ
る
。
大
正
十
酒
造
年
度
酒
を
標
準

と
し
て
日
本
全
國
の
醸
造

あ

も

家
が
「
酒
税
の
立
替
に
よ
り
て
損
失
を
蒙
む
る
月
数
」
と

「代
金

も

も

の
回
牧
に
よ
り
酒
税
を
利
用
し
得
る
月
数
」
と
を
比
較
し
、
第

}
表
を
得
た
の
で
あ
る
。
第

「
表
に
於
て
は
、
酒
税
は
月
末
に

納
付
せ
ら
れ
る
も
の
と
し
、
更
に
清
酒
は
月
の
孚
ば

に
庫
出
し

せ
ら
れ
庫
出
し
と
同
時
に
税
金
が
代
金
に
含
ま
れ
て
回
牧
せ
ら

れ
る
も
の
と
し
て
、
之
を
作
製
し
た
の
で
あ

る
。

第

一
表

大
正
十
酒
造
年
度

の
酒
税
立
替

の
期
間
比
較
表

大
正
十
年
(
本
年
)
十
月
末

+

一
月
末

+
二
月
末

大
正
+
一年
(
翌
年
)
一
月
末

二

月

末

三

月

末

四

月

末

五

月

末

六

月

末

七

月

末

利
用
・
部
分
蕃

・
部
分
霧

利
用
。
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・
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天
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字
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八

月

末

九

月

末

十

月

末

+

一
月
末

+
二
月
末

歪
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万
来
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〇
〇
.

二
・蓋

O
O

一?

五
8

9

四
・
吾

二
q

五
・
吾

8

六
・
五
8

0
ぼ

や

五
8

0
「

八
・
吾

0
0

九
・吾

O
O

δ

・吾

0
0

=

・
吾

0
0

マ

九
三
八
六

二
・
二
百三
〇

二
⊥
ハ
一
塁
ハ

ニ
・
八
四
三
田

亨

一
六
三

　∵
五
奎

六

四
・
O
異

七

四
・
三
酉
八

四
三

晃

六

四
・
二
〇
一六

四
∴

九
七
九

四
二

進

八

四
∴

九
四
五

四
二

茜

〇

四
・
苑

四
〇

四
二

九
四
〇

第

一
表
の
数
字

は
酒
税
全
額
を
元
本

と
し
、
そ
の
幾

ケ
月
分

が
立
替

え
ら
れ
て
み
る
か
又
は
利
用
せ
ら
れ
て
る
る
か
を
各
月

に
つ
き
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
者
の
差
の
最
も
少
い
の
は

最
初
の
月
た
る

大

正
十
年
十
月
末
に

於
け
る
○
・
○
O
O
四
ケ

月
分
の
数
字

、
.最
も
著
し
き
は
大
正
十

二
年
三
月
末

の

四
.
二

二
四
八
ケ
兄
分
で
あ
る
。
大
正
十

二
年
九
月
以
後
は
両
者
の
閑

雅

錐

酒
税
の
占ユ
蒼

き
は
常
に
四
・
一
九
四
〇
ヶ
月
分
で
あ

る
。

然
し
第
.一
表
の
差
引
利
用
の
部

分
の
全
部
を
醸
造
家

が
利
益

し
て
み
る
か
と
云
ふ
に
蓄

必
す
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
蓋
し
清

酒
代
金
は
庫
出
し
の
後
に
火
燈
三

ヶ
月
し
な
け
れ
ば
醸
造
家
の

手
許
に
返
っ
て
來
な
い
か
ら
、
酒
税
に
付
い
て
も
同
様
に
三
ケ

月
の
固
紋
遅
延
の
時
期
を
見
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
果
し
て
熱

り
と
せ
ば

、
大
正
十
酒
造
年
度
酒

に
付
い
て
は
大
正
十
年
十
月

末
よ
り
大
正
十

「
年
十

一
月
末
迄
の
約

『
年

ニ
ク
月
間
は
醸
造

家
は
常
に
税
金
の
立
替
を
な
し
、
大
正
十

…
年
十

二
月
末
よ
り

漸
く
税
金
を
利
用
し
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
大

正
十

二
年
九

月
末
以
後

に
於
て
は

結
局
の
所

}
・
一
九
四
〇
ヶ
月
分
だ
け
を

利
用
し
得
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

第
四

酒
税
立
替
の
地
方
別
研
究

大
正
十
酒
造
年
度
酒
を
標
準
と
し
て
、
日
本
全
國
の
酒
税
立

替
の
算
定
を
行
ひ
、
前
掲
の
数
字
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の

計
算
方
法
を
各
酒
造
年
度
に
付
き
行
ひ
、
更
に
各
地
方
に
適
用

す
る
と
種
々
の
特
色
を
嚢
見
す
る
の
で
あ
る
。

第
三
十
巻

七
〇
九

第
四
號
.
一
四
七



℃

雑

鎌
¶

酒
税

の
立
替
【

第
三
十
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第

二
表

日
本
全
国
と
兵
庫
縣
と
青
森
縣
と
に
於
け
る
清
酒
庫
出
高
比
較
裏

七

一
〇

第
四
號

一
四
八
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年
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最
近
三
年
間
の
各
酒
造
年
度
酒
、
即
ち
大

正
+
三
酒
造
年
度

酒
と
大
正
+
四
酒
造
年
度
酒
と
昭
和

「
酒
造
年
度
酒
と
が
・
常

談
年
度
十
月
よ
り
翌
年
九
月
ま
で
新
酒
と
し
て
庫
出
し
せ
ら
れ

た
る
警

と
、
更
に
翌
年
+
月
よ
り
謬

年
九
月
ま
で
に
古
酒

と
し

て
庫
出
し
せ
ら
れ
た
る
数
量
と
を
、
主
税
局
統
計
年
報
書

「「

に
よ

り
算
定

す
る

と
、
第

二
表
を
得

る
の

で
あ

る
。
第

二
表

に

{

於
τ
は
、
輩
に
日
本
全
国
の
敷
字
の
み
な
ら
す
、
兵
庫
縣
と
青

「

森
縣
あ

庫
砦

警

掲
げ
た
の
で
あ
・
。
蓋
・
慕

縣
は
型

北
地
方
の
常
と
し
て
庫
出
時
期
の
速
き
を
特
色
と
し
、
更
に
兵

庫
縣
は
大
醸
造
地
の
灘
五
郷
を
含
み
、
.庫
出
時
斯
の
逞
き
を
以

て
名
の
あ
.る
地
方
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

第

二
表
を
見

る
と
興
味
あ
る
事
實
を
護
見
す
る
の
で
あ
る
。

青
森
縣
に
あ
り
て
は
清
酒
の
大
部
分
は
新
酒
と
し
て
庫
出
し
せ

ら
れ
て
、古

酒
は
僅
か
な
る
に
反
し
、兵
庫
縣
に
あ
り
て
は
古
酒

と
し
て
庫
出
し

せ
ら
れ
る
部
分

が
新
酒
と
し
て
庫
出
し

せ
ら
れ

る
部
分
よ
り
は
る
か
に
大
で
あ

る
。
即
ち
両
者
は
正
し
く
反
勤

の
方
向
に
進
ん
で
み
る
の
で
あ
る
。
之
を
日
本
全
國
に
つ
い
て

見
れ
ば
、
青
森
縣
と
兵
庫
縣
と
の
中
間
に
位
し

、
何

れ
か
と
云

雑

錐

酒
税
の
立
替

へ
ば
兵
庫
縣
の
方
に
接
近
し
て
み
る
の
で
あ

る
。

第

二
表
の
藪
字
を
標
準
と
し
て
酒
税
の
立
替
の
算
定
を
試
み

第
三
秀

得
た
の
で
あ
る
。
帥
ち
新
酒
と
嘉

あ

全
部
を
庫

出
し
し
た
る
後
に
於
て
、
結
局
の
所

「
酒
税
の
か
替
に
よ
り
損

失
、蟹
蒙
む
る
月
数
」
と
「代
金
の
回
牧
に
よ
り
酒
税
を
朴
吊
し
得

る
月
数
」
と
が
如
何
な
る
關
係
に
あ
る
か
を
算
定
し
た
の
で
あ

る
。
術
策
三
表
に
於
て
は
、
庫
出
し
と
同
時
に
代
金
が
回
牧
せ

ら
れ
即
ち
酒
税
が
回
殺
せ
ら
れ
る
場
合
に
、
庫
出
後
三

ヶ
月
に

し
て
代
金
が
回
警

ら
れ
、
從
て
酒
禁

国
牧
せ
ら
れ
る
場
合

と
の
二
つ
に
分
ち
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ

る
。

.第

三
表

「
-
-
h

)

日
本
全
國
と
兵
庫
縣
と
青
森
縣
と
に
於
け
る
酒
税

利
用
(
+
)
及
び
酒
覗
立
替
(
△
)
の
期
間
比
較
表

庫
出
後
置
に
代
金
を
回
収
し
得
る
場
合
(月
)

日
本
全
国

大
正
十
三
酒
造
年
度
酒

大
正
+
四
酒
造
年
度
酒

昭
和

元

酒
造
年
度
酒

玉
垂 兵

庫

縣

+

一;

六
二

+

一
・
九
呈

+

一
・
六
三

青
森
例

+

四
・
七
六
三

+

四
・二
曲
二

+

四
・
一一毛

第

三
十
巻

七

一
「

第
四
號

一
四
九



雑

錐

酒
税
の
立
替

(
ロ
)

庫
出
後
三
ケ
月
後
に
代
金
を
回
牧
し
得

る
場
合
(月
)

大
正
十
三
酒
造
年
度
酒

大
正
十
四
酒
造
年
度
酒

昭
和

元

酒
造
年
度
酒

日
本
全
國

△

〇
二
交

△

9
四
三

△

O
・荒
亡

兵

庫

縣

△

0
・
六
三
八

△

一
・
〇
九
五

△

;
6
八

青

森

縣

十 十 十

一 こ=二 一ヒ=
二 四 六毛
=二 三

笙

二
表
を
仔
細
に
考
察
す
る
と
、
酒
税
の
立
替

が
地
方
に
よ

り
て
異
る
所
あ
る
を
知
る
の
で
あ
る
。
醸
造
家
の
取
引
が
現
金

取
引
な
る
場
合
は
例
外
で
あ
る
か
ら
、
庫
出
後
三

ケ
月
後
に
代

金
を
回
牧
し
得
る
場
合
を
例
に
と
る
。
兵
庫
縣
と
日
本
全
國
と

は
醗
遣
家
が
い
つ
れ
も
酒
税
■の
立
替
を
行
っ
て
み
る
。
兵
庫
縣

の
如
き
は
結
局

一
ケ
月
の
金
利
の
損
失
を
蒙
っ
て
み
る
わ
け
で

あ
る
。
然
る
に
青
森
縣
に
於
て
は

一
ケ
月
以
上
酒
税
の
金
利
を

利
用
し
て
み
る
事
と
な
っ
て
み
る
。
此
の
事
實
は
、
造
石
税
を

庫
出
税
に
改
め
る
事
に
よ
っ
て
名
地
方
に
よ
り
利
害
関
係
を
異

に
す
る
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

第

五

酒
税

の
立
替

ご
清

酒
庫

出

税

以
上
の
如
く
、
我
国
現
行
の
酒
税
は
造
石
税
に
し
て
且

つ
四

第
三
十
谷

七
一
二

第
四
號

一
五
〇

期
分
納
の
方
法
を
取

っ
て
み
る
た
め
に
、
庫
出
時
期
の
遅
き
地

方
は
酒
税
の
立
替
に
よ
り
て
金
利
の
上
に
損
失
を
受
け
、
庫
出

時
期
の
速
き
地
方
は
酒
税
の
利
子
を
利
益
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

此
の
不
公
準
を
救
済

せ
ん
と
す
る
の
が
清
酒
庫
出
税
の
主
張
で

あ

る
。
現
行
造
石
税
を
庫
出
税
に
改
め
る
と
、
庫
出
期
の
濯
速

に
拘
ら
す
各
地
方
の
醸
道
家

に
公
準
で
あ
る
事
は
云
ふ
迄
も
な

い
。
然
し
な

が
ら
、
そ
の
清
酒
庫
出
税
の
内
容
如
何
に
よ
り
、

四
期
分
納
の
造
石
税
制
度
に
比
し
各
醸
、造
家

に
と
り
利
益
と
も

不
利

益
と
も
な
り
得

る
の
で
あ
る
。
従
来
庫
出
税
と
し
て
具
艦

的
に
考

へ
ら
れ
て
る
た
も
の
は
、
庫
出
後
三

ケ
月
乃
至
五
ケ
月

の
納
税
猫
豫
期
間
を
置
く
方
法
で
あ
み
。
假
に
醸
造
家
が
清
酒

代
金
を
三

ケ
月
で
回
物
す
る
と
せ
ば
、
三

ケ
月
の
猫
豫
期
間
の

庫
出
税
は
清
酒
家
に
損
金
な
き
結
果
を
齎
し
、
又
五

ヶ
月
の
猴

豫
で
あ
れ
ば
差
引

二
ヶ
月
間
醸
造
家
が
金
利
を
利
用
し
得

る
課

で
あ

る
。
兎
に
角
、
酒
税
の
立
替
と
清
酒
庫
出
税
と
の
關
係
は
、

二
億
数
千
萬
圓
の
國
民
負
澹
を
中
心
と
し
た
る
重
要
問
題
で
あ

る
か
ら
、
国
庫
と
納
税
者
と
の
双
方
の
事
情
を
考
察
し
て
適
當

に
解
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。


